
「最後の七つの災い」            2019 年 09 月 13 日 

ヨハネの黙示録 15 章 1 節～8 節 わたしはまた、天にもう一つの大きな驚くべきしる 

しを見た。七人の天使が最後の七つの災いを携えていた。これらの災いで、神の怒りがそ

の極みに達するのである。わたしはまた、火が混じったガラスの海のようなものを見た。

更に、獣に勝ち、その像に勝ち、またその名の数字に勝った者たちを見た。彼らは神の竪

琴を手にして、このガラスの海の岸に立っていた。彼らは、神の僕モーセの歌と小羊の歌

とをうたった。「全能者である神、主よ、／あなたの業は偉大で、／驚くべきもの。諸国

の民の王よ、／あなたの道は正しく、また、真実なもの。主よ、だれがあなたの名を畏れ

ず、／たたえずにおられましょうか。聖なる方は、あなただけ。すべての国民が、来て、

／あなたの前にひれ伏すでしょう。あなたの正しい裁きが、／明らかになったからです。」 

この後、わたしが見ていると、天にある証しの幕屋の神殿が開かれた。そして、この神殿

から、七つの災いを携えた七人の天使が出て来た。天使たちは、輝く清い亜麻布の衣を着

て、胸に金の帯を締めていた。そして、四つの生き物の中の一つが、世々限りなく生きて

おられる神の怒りが盛られた七つの金の鉢を、この七人の天使に渡した。この神殿は、神

の栄光とその力とから立ち上る煙で満たされ、七人の天使の七つの災いが終わるまでは、

だれも神殿の中に入ることができなかった。 

 

ヨハネは、天にもう一つの大きな驚くべき徴を見た。七人の天使が最後の七つの災いを 

携えていた。この徴は神の怒りがその極みに達するという徴である。 

ヨハネはまた、火が混じったガラスの海のような幻を見た。「火が混じったガラスの海」

は、稲妻や星が散りばめられた大空のことである。そのガラスの海の岸辺に、獣、獣の像、

また獣の名の数字に勝った者たちがいるのを見た。即ち、ローマ帝国の皇帝礼拝を拒否し、

信仰を貫き、迫害の苦難を耐え忍んだ殉教者を含む、勝利者キリスト者たちが見えた。彼

らは神の竪琴を手にして、神の僕モーセの歌と小羊の歌とを高らかに歌っていた。「全能

者である神、主よ、あなたの業は偉大で、驚くべきもの。諸国の民の王よ、あなたの道は

正しく、また、真実なもの。主よ、だれがあなたの名を畏れず、たたえずにおられましょ

うか。聖なる方は、あなただけ。すべての国民が、来て、あなたの前にひれ伏すでしょう。

あなたの正しい裁きが、明らかになったからです。」神の偉大な業を褒め称え、神の真実

と裁きを賛美し、神への服従が表明されている。「モーセの歌」は、出エジプト後、紅海

が割れて脱出に成功した時、感謝して歌われた歌である。「小羊の歌」は、鴨居に塗った

小羊の血が、罪を贖う小羊であるキリストの予型と見なして歌った歌である。二つの歌は

同じ内容を持つ神への賛歌である。 

この後、天にある証しの幕屋の神殿が開かれた。この神殿から、七つの災いを携えた七

人の天使が、輝く清い亜麻布の衣を着て、胸に金の帯を締めて、出て来た。神の意志を体

現する天使たちは、「人の子のような方（黙示録 1：13）」と外観が酷似している。そし

て、四つの生き物の中の一つが、世々限りなく生きておられる神の怒りが盛られた七つの

金の鉢を、この七人の天使に渡した。「四つの生き物」は玉座に近く、神意を伝達する天

使的存在である。神殿は、神の栄光とその力とから立ち上る煙で満たされ、七人の天使の

七つの災いが終わるまでは、だれも神殿の中に入ることができなかった。神殿の描写は神

顕現の伝統的な記述で、神の臨在は人間を寄せ付けないと描いている。 


